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Abstract 
In this study, we aimed to make clear the experience of people whose siblings are unwilling to go to school and to 
review supporting approaches for them.  We employed a study approach involves an interview to those whose 
siblings are truants.  It is a qualitative research according to KJ method (Kawakita Jiro Method).  
As a result, truants’ siblings feel powerless in difficult situations and uncomfortable with their truant siblings.  
They were seeking a place and persons they can go and talk to as they felt there is no place for them.  Under such a 
situation, presence of friends and school’s medical office where a nursing teacher is stationed helped them to 
overcome difficult situations which altered their surrounding into positive ways with truant students.  In supporting 
truants’ siblings, important aspects have been cleared including 1) importance of family support to deal with 
difficulties which truant’s families experience 2) importance of making friends as it turned out a large factor for both 
truants and their siblings.  3) school’s medical office with a nursing teacher turned out playing an important role in 
giving a positive effect as their haven in terms of its presence and atmosphere. 
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要 旨 
 本研究では，不登校児童生徒のきょうだいの経験を明らかにし，不登校児童生徒のきょうだいに対する支援
のあり方を検討することを目的とした．研究方法は，きょうだいが不登校だった経験のある者に対するインタ
ビュー調査を実施して，KJ法による質的研究を行った． 
 その結果，不登校児童生徒のきょうだいは，《家族が困難な苦悩をかかえる中で無力感》を感じながら，不登
校児童生徒との関係で《爆発したい》気持ちを抱え，母が嘆き悲しむ姿のそばで自分の気持ちを出せず《家庭
に居場所がない》ため，《相談できる場所と人を求めていた》．そんな中で《友だちの存在》と《養護教諭のい
る保健室で安心する》ことなどに助けられていた．そして,《不登校児童生徒と周囲が明るく変わっていく》こ
とによって,つらい状況を乗り越えた経験をもっていた． 
 従って，不登校児童生徒のきょうだいに対する支援に関して，①不登校児童生徒の家族が抱える困難に対す
る“家族支援”の必要性，②不登校児童生徒およびそのきょうだいの両者にとって友人の存在は大きく，“友人
関係づくり”の重要性が明らかになった．さらに，③養護教諭がいる保健室の場や雰囲気が良好な影響を与え
ており，“保健室が落ち着ける空間”としての機能を果たすことが重要であるとの示唆を得た． 
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緒 言 
 不登校児童生徒とは，「何らかの心理的，情緒的，
身体的あるいは社会的要因・背景により，登校しな
いあるいはしたくてもできない状況にあるため，年
間30日以上欠席した者のうち，病気や経済的な理由
によるものをのぞいたもの」と2003年に文部科学省
が定義している．しかし，この30日という基準は，
あくまで公式統計を取る手段としての基準であって，
不登校の深刻さの測定基準ではない（鈴木，松崎，
2013）． 
 文部科学省の2012年度児童生徒の問題等生徒指導
上の諸問題に関する調査では，全国の不登校児童生
徒のうち小学生は２万1175人（前年度比1447人減），
中学生は９万1079人（前年度比3558人減），中等教育
学校183人（前年度比16人減）で全不登校児童生徒数
は11万2437人である．これは，小学校で0.31％，中
学校で2.56％の割合である．不登校の要因としては，
不安など情緒的混乱（26.5％），無気力（24.4％），
いじめを除く友人関係をめぐる問題（14.7％）が多
く，いじめは2.0％となっている（文部科学省，2012）． 
 不登校は，児童生徒個人の葛藤や教育達成に関わ
る問題であるだけでなく，他の家族成員をも巻き込
む家族問題（稲村，1994，宇野．2003）であり，子
どもが不登校になった時点で，それまで家族が慣れ
親しんできた日常は過去のものとなり，家族は新た
な日常に直面させられる．親子関係，夫婦関係に揺
らぎが生じ，これらの諸関係が解決すべき課題とし
て新たに立ち現われてくる（青田，2007）． 
 このように，子どもが不登校になることは，家族
にとって非常に受け入れにくいものである（半田，
2004）が，不登校の子どもの年齢が低い場合には，
保護者の心的エネルギーの大きさとベクトルの向き
は，直接子どもに反映されることもあり，身近な家
族をも巻き込んで家族の危機としても取り組まざる
を得ない状況が生じる（国松，2009）． 
 苦しい状況にある不登校児童生徒自身と親の不安
や苦慮は言うまでもないが，家族構造の視点からみ
ると，他のきょうだいを含め，家族成員の一人一人
に焦点をあてつつ検討を進める必要がある（室田，
1993）．これまで不登校の問題では，不登校の当事者
あるいは，その家族や学校関係者などがその対応に
苦慮していることが多いため，当事者や関係者への
アプローチを行うための研究が多かった（文部科学
省，2003年）が，不登校児童生徒がいるときょうだ
いも不登校になることも明らかにされてきた（安村，
2004）． 
 しかし，不登校児童生徒のきょうだい自身の経験
に関する研究はほとんど見当たらない．そこで不登
校児童生徒がいたきょうだい自身の経験を明らかに
することは，今後の不登校児童生徒にきょうだいが
いる家庭の支援の一助に繋がると考える． 
 
目 的 
 本研究では，不登校児童生徒のきょうだいの経験
を明らかにし，不登校児童生徒のきょうだいに対す
る支援のあり方を検討することを目的とする． 
 
方 法 
１．研究デザイン 
 インタビュー調査による質的研究（KJ法） 
２．研究対象者 
 不登校児童生徒のきょうだいがいた経験がある20
歳以上の女性１名と男性１名の計２名 
３．研究期間 
 調査は，平成23年11月から平成24年３月まで 
４．データ収集方法 
 本研究では，きょうだいの中に不登校児童生徒が
いた者に経験を語ってもらい，きょうだいの経験の
記述を通し現象を説明しうる概念を提示するために
質的研究法とした． 
 あらかじめ用意したインタビューガイドをもとに
実施したが，できるだけ対象者の話の流れに沿って
発問の仕方を変えたり，追加した．面接は，対象者
の承諾を得た上でICレコーダーに録音し，逐語化し
た． 
５．データ分析方法 
 本研究のデータ分析ではKJ法（川喜田，1967，
1970）による質的研究を行った． 
 手順は，インタビュー内容を逐語化し，記述内容
をKJラベルに転記して元ラベルを作成した．次に元
ラベル122枚を多段ピックアップによって厳選し，最
終的に得られた42枚の元ラベルをもとに狭義のKJ
法を行った． 
６．倫理的配慮 
 面接時には，研究目的と方法，インタビュー途中
でも研究の協力を中止できる権利があること，また
録音したボイスレコーダー及び逐語録などすべての
データについては，研究終了後に完全に消去するこ
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と，研究として公表する際も対象者が特定できない
ように個人名，地域名は記号化すること，プライバ
シーの保護，匿名性と個人情報の守秘性を口頭及び
文書をもって説明し，書面にて同意を得た．インタ
ビュー場所は対象者のプライバシーが守られる個室
で行った． 
 
事例概要 
【事例①】（Ａさん／21歳／女性） 
 家族構成は父，母，Ａさん，３つ年下の弟の４人
家族である．Ａさんが小学校４年，弟が小学校１年
の時に，担任の先生との関係がきっかけで弟が不登
校になる．父親は見守るタイプで，母親が主に不登
校児童生徒に関わっていた．弟は時々保健室登校を
しており，長期間登校できない状態ではなく，小学
校高学年になると比較的登校することが出来ていた．
Ａさんは弟の言動を注意しながらもそれを受け入れ
てくれない弟や，家族の状況にストレスを感じ，つ
らい気持ちを抱いていた． 
【事例②】（Ｂさん／23歳／男性） 
 家族構成は父，母，兄，姉，Ｂさんの５人家族で
ある．Ｂさんより７つ年上の兄が，小学校５年頃か
ら中学校３年頃まで不登校だった．不登校のきっか
けは友人との対立が始まりであった．兄の性格は何
でもできる秀才タイプで我が強く，リーダーシップ
も持っており，周囲から妬まれるタイプだった．ラ
グビーをきっかけに変化が見られ，登校を開始した．
父親は頑固で厳しい態度で家族と接していた．母親
は寛大であるが作法の先生をしており，しつけやマ
ナーには人一倍敏感であった．Ｂさんは兄と両親の
間を取り持つように毎日気を遣って過ごしており，
ストレスをため込むしかない状況にあり，つらい思
いをしていた． 
 
結 果 
 結果の表記については，文章化したラベル（KJ法
においては「表札」と呼ぶ）と統合されないラベル
（同様に「一匹狼」と呼ぶ）を得た．表札は「 」
で表記し，表札同士の中から意味が近いものを第一
段階として集め，ここに再度命名をし『 』で表記
した．第一段階の表札に命名し，『 』の意味の近い
ものを第二段階としてこの作業を繰り返した結果，
６のグループ（KJ法においては，これを「島」と呼
ぶ）に編成された．島は太字で記載している．最後
にグループ編成された結果を「KJ法図解」として作
成し，記載すべき４点（１）時，２）場所，３）出
所，４）記録者名）を記録した． 
１．自分の家族の状況を変えたい強い願いと何もで
きない無力感を感じていた 
 不登校児童生徒のきょうだいは，家族間で「ピリ
ピリしているから和ませないといけない」，「どうう
まく楽しい家庭に保つかを考える」など，『家族の雰
囲気に敏感になり，自分で状況を変えたいという思
いでいっぱい』になっていた． 
 また，「家族みんなが苦しんでいる状況に対して何
もできなかったという無力感を感じていた」，「親の
悲しむ姿をみているからこそ，親に負担をかけたく
ないという思い」から自分が『何もできない無力感
を感じていた』など自分の家族の状況を変えたい強
い願いと何もできない無力感を感じていた． 
２．爆発したい気持ちを抱えていた 
 不登校児童生徒に対しては，「言っていってもわか
ってくれないことや親のいう事をきかないことにイ
ライラを募らせ」，不登校児童生徒を独裁者と感じ，
「憎しみにも似た感情をいだく」など，『不登校児童
生徒に対してストレスを募らせていた』．また，「な
ぜ自分たちだけが我慢をしないといけないのか」，
「自分のつらい気持ちはわかっていない」など，『我
慢していたことがきつく』，爆発したい気持ちを抱え
ていた． 
３．家庭には自分の居場所がなかった 
 家庭では，「母親がパニックになっている姿を泣き
ながら止めた」，「母親が自分のせいでこのような状
況になった」と『母親が嘆き悲しむ姿に接するのは
つらい』ことであった．また，家庭では「きょうだ
いと争いごとがあっても親には言えず我慢してい
た」，「親や家族の誰にも相談できないきつさを感じ」
ており，『自分の気持ちを出せなかった』状態であっ
た． 
 そんな中，『親は不登校児童生徒童生徒のことでい
っぱいいっぱい』であり，「親からもきょうだいから
も相談される」という『板挟みの状態』で「気を使
うあまり，家にいると気が狂いそうになる」などの
状況があった．このような状態の家庭には自分の居
場所がなかった． 
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４．相談できる相手とほっとできる所を求めていた 
 「誰かに相談したい，打ち明けたいという思いは
強く」，「不登校児童生徒のきょうだい間理解を促し
てくれる存在を求めていた」ものの，「当時は誰にも
話すことはできなかった」状態であり，自分の立場
を理解してくれる『心から安心できる相談相手を求
めていた』．相談したい気持ちは持っていたが，「友
人や近所の人から〈良い家族だ〉というイメージを
持たれていた」ため，「周囲の良いイメージを壊した
くないために事実を相談できず，『相談したい気持ち
は持っていたが，周囲へ遠慮していた』ため相談で
きなかった． 
５．友人の存在と養護教諭がいる保健室の雰囲気で
落ち着けた 
 そんな時間の中で，「ストレスから逃れたいと友人
と遊ぶことですべての事を忘れられていた」が，「友
人と遊べない日はそれだけで涙が出るほどであっ
た」など，『友達と遊ぶ時間はすべての事が忘れられ
る自分の時間となった』など，相談できる相手とほ
っとできる場所を求めていた． 
 また，自分自身の心身の不調を理由とした保健室
訪問はしていなかったが，「ストレスや苦しみを発散
する場所を求めて」おり，「落ち着ける場所を求めて
昼休みに友達と保健室によく行っていた」，「保健室
の雰囲気や場が（私の）求めていたことに，はまっ
た」など，『保健室の雰囲気や場が落ち着ける場所で
あった』としている． 
 保健室では，「養護教諭に直接的な関わりを求めて
いたのではなかった」が，「何も詮索されない」，「何
気ない会話が家庭のことを考えないで済んだ」など
『養護教諭との安心感のある関わりがあった』こと
で養護教諭がいる保健室の雰囲気で落ち着けていた． 
６．不登校児童生徒と周囲に明るい変化が見られた 
 不登校児童生徒の変化として「不登校児童生徒に
友達ができ家に泊まりにくる」，「不登校児童生徒自
身がまわりとつながりを築けはじめた」，「だんだん
明るくなってきた」など『不登校児童生徒に友達が
できて明るく変わった』ことは，きょうだいや家族
に大きな影響を与えていた．また，「不登校児童生徒
の状況変化できょうだい仲が良くなった」，「同じ状
況を共有できたことできょうだいで乗りきれた」な
ど，『きょうだいの仲が良くなった』としており，そ
れが「家族の支え」となり，その『不登校児童生徒
の変化は家族の喜び』になっていた． 
考 察 
１．不登校児童生徒のきょうだいの心情 
（１）家族関係変化の苦悩 
 不登校は当の児童生徒が苦しむだけではなく，身
近な家族をも巻き込んで家族の危機としても取組ま
ざるを得ない状況が生じる（国松，2009）．不登校児
童生徒がいる家庭では，度々不登校児童生徒童生徒
とその親による激しい口論が起こっていた．それは，
不登校児童生徒自身は自分のことで精一杯の状態で
あり，親や家族のことを考えて自分の気持ちを制御
して発言したり行動したりすることが難しい状況を
抱えていたと推測する．また，親はわが子の将来を
心配し，子どもと真正面からぶつかっていくため，
口論になることは必至であると考える．家族の中に
不登校状態にある子どもがいると，その一人の子ど
もにより，家族全員が影響を受けることは周知の事
実である（室田，1993）といわれるように，激しい
口論が飛び交う家庭の状況の中にいるきょうだいは，
今までと家族の関係が変わってしまったことに対す
る深い悲しみを感じる． 
 Ａさん，Ｂさんが共通してつらかったと感じてい
たことが家族の関係が壊れることであった．両親と
不登校児童生徒の口論を聞きながら泣いたり，母親
がパニックになっている状態を泣きながら止めたり
ということもあり，家族がすごくバラバラになった
と感じていた．不登校は，子ども個人の葛藤や教育
達成に関わる問題であるだけでなく，他の家族をも
巻き込む家族問題である（稲村，1994）といわれる
ように，本研究においても，不登校児童生徒やその
親だけでなく，他のきょうだいも大きな影響を受け
ていた． 
 また，親が不登校児童生徒のことで悩み悲しむ姿
や自分を責めている姿を目にすることが，子どもに
とっては何よりもつらいことであったと考える．そ
れに対して自分が何もできないことがつらいのであ
る．家の中で親と不登校児童生徒が喧嘩をしたり，
言い合ったりする声を聞きながら，なんでこうなっ
たのかという深い憤りを感じ，そして同時に，どう
にか家族仲良く楽しく過ごしたいと強く願っている．
家庭を平和に保つために，親と不登校児童生徒との
間に入ったり，どちらの立場でも話を聞いてあげた
りと，気を遣い自分を犠牲にしながら精神的に疲弊
しているのである． 
 きょうだいも含む家族としての関係の中では，不
15
 
福岡県立大学看護学研究紀要 11 (1)， 11-20，2014 
 16 (  ) 
登校の克服過程において，家族は必ずしも一枚岩で
あるわけでなく，親子関係や夫婦関係に揺らぎが生
じている．そうした諸関係が不登校をめぐる解決す
べき課題として新たに立ち現われてくる（青田，
2007）ことで，再構築しながら一つしかない家族形
態を作り上げていくと考える． 
（２）親への思いとがまん 
 また，不登校児童生徒が精神的に不安定になり，
時には荒れてしまい，親はその子の回復に全力を尽
くす．その結果，他のきょうだいに対する親のケア
がどうしても手薄になってしまう．そのことで，き
ょうだいは，自分のつらさに気付いてもらえていな
い，理解してもらえない，という寂しさや悲しみを
感じる．しかし，親が苦労している姿を一番近くで
見て，親の苦しみを傍で感じているきょうだいだか
らこそ，親に負担をかけたくないと，自分を犠牲に
し，家族のために自分のつらさを我慢するのである． 
 不登校などの不適応に陥る子どもはもちろん，非
行に走る子どもにとっても母親は気になる存在であ
り，常に母親の表情を気にしながら生活していると
いっても過言ではない（緒方，2012）．また，きょう
だいに不登校がいるということが学校・友達関係の
中で変なストレスやプレッシャーとなり様々な重荷
を背負ってしまう．そのため，他人に相談できず抱
え込み，悩み苦しんでいるのである．当のきょうだ
いはそのような時，スクールソーシャルワーカーな
ど専門家と関わる機会があるとどうであろうか．実
際は，思春期ともなれば子どもが素直に相談にやっ
てくるのはあまりなく，ほとんどがその子を抱えて
途方にくれた親たちである（国松，2012）というよ
うにストレスや悩みを抱えている思春期の児童生徒
自身の相談は行われておらず，苦しみの中で過ごし
ている児童生徒がいることを忘れてはならない． 
（３）不登校児童生徒の友だちの存在は家族の光 
 不登校児童生徒が好きなこと・夢中になれること
を見つけることで，不登校児童生徒自身も段々と明
るくなるなどの気持ちの変化が見られていた．日高
（2010）は，中学校時代は友人との良好な関係が不
登校の抑制的要因であり，良好な友人関係が形成で
きれば不登校は軽減・改善すると述べているが，本
研究においても，不登校児童生徒に友達ができて，
友達が家に泊りに来ることなどが不登校児童生徒自
身の支えであり，同時に家族の支えにもなっていた．
友達が遊びに来ることなど，不登校児童生徒に外と
のつながりができていることが家族の喜びである．
また，不登校児童生徒以外のきょうだいがいる場合
は，同じ状況を共有しているきょうだいがいること
が支えになっており，つらい出来事を共有すること
で，きょうだいの仲が良くなり，つらい時期を乗り
越えることが出来ていたのである．尾見（1999）は，
「家庭での人間関係で悩んでいるときに，相談にの
ってくれる人がいるか」，「あなたがする話をたいて
いおもしろそうに聞いてくれる人がいるか」など９
項目から児童生徒の社会的ネットワークとしての対
人関係をみている．その結果，両親やきょうだいか
ら友だちへと対人関係が移行する時期は小学生から
中学生であり，児童生徒にとって友だちの存在は健
やかな精神的発達に重要な影響を与えている．児童
生徒にとって，相互に支えあえる友だち関係を築け
ることで社会性が養えると考える． 
２．不登校児童生徒のきょうだいの関わり 
（１）友だちは，家庭の事をすべて忘れられ，ほっ
とできる関係 
 Ｂさんは今となっては話せるが，当時は誰にも話
すことができなかった．しかし，「（兄が）不登校の
頃に話せるのはいいよね」との発言から，「誰かに話
したい，相談したいという気持ち」は持っていた．
さらに，きょうだいに対しても関わってくれる兄の
友だちの存在が「うらやましい」と感じていた．そ
のように，自分のことだけでなく，不登校児童生徒
のことも理解した上で関わることで，きょうだいの
相互理解を促してくれるような相談できる相手と存
在を求めていた． 
 また，友人と遊ぶことですべての事を忘れられて
おり，友人と遊べない日はそれだけで涙が出るほど
辛いなど，ほっとできるところを求めていた． 
 不登校に至る要因で最も多いのは友人関係（文部
科学省，2012）であるとされる．しかし，反面の研
究として，中学時代の不登校抑制要因として友人か
らの情緒的サポートが特に有効であることから，友
人との良好な関係が中学生の不登校に抑制的に働く
ことを示唆しており（日高，2011），不登校児童生徒
やきょうだいには，友人の存在は大きいといえる． 
（２）養護教諭がいる保健室で落ち着けた 
 不登校児童生徒と養護教諭や保健室の関わりにつ
いての研究は，保健室登校によって支援（上原，2013，
安福，2009）することや養護教諭とスクールカウン
セラーの協働による不登校対応（伊藤，2008）の重
16
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要性が示唆されている． 
 研究協力者のどちらも保健室にはよく行ってはい
たが，不登校児童生徒に関しての相談をしたり，話
をしたりという関わりはなかった．Ｂさんの場合は，
養護教諭も含め，兄が不登校であるということを誰
にも打ち明けるつもりはなく，『他人には言うもの
か』という気持ちを持っていた．同時に，落ち着け
る場所を求めており，昼休みに友人と保健室に行き，
養護教諭と何気ない会話をすることで，何も詮索さ
れず，家庭のことを考えずにいることができていた．
そのような保健室の雰囲気や場がＢさんが求めてい
たものにはまったのである．不登校児童生徒のきょ
うだいをもつ児童生徒にとって，養護教諭との直接
的な関わりはなくとも，養護教諭との何気ない会話
や保健室の雰囲気が落ち着ける場所になっていた．
文部科学省は，不登校児童生徒等に対する指導を行
うために教育委員会が運営する適応指導教室を1992
年に設置している．日高，尾崎（2007）は，適応指
導教室に通う不登校中学生のインタビュー調査から，
ここでの機能を「安定した学校環境」「家族外での情
緒的サポート」とし，これらがあることで生徒のレ
ジリエンスが発達していることを見出している．不
登校児童生徒のきょうだいにとっては，養護教諭の
いる保健室という環境が，肯定的な適応を可能にし
ていく動的な過程を経験した場であったと考える． 
 本研究では，不登校児童生徒やその親だけでなく，
きょうだいにも大きな影響があることが明らかにな
ったことから，誰かが不登校児童生徒や家族に加え，
きょうだいに対しても目を向け，適切な支援をして
いく必要があると考える． 
 高橋（1998）は，「不登校の子どもと関わる場合，
教師には子どもをいたわる気持ちが必要である．さ
らにその子の親へのいたわりの気持ちも大切である．
親も子も，どちらも苦しみつらい思いをし，精神的
に無理をして疲労しているから，教師のいたわりの
気持ちが必要になる」と指摘する．このことは，き
ょうだいに対しても言えることであり，不登校児童
生徒をきょうだいにもち，様々な影響を受けて疲弊
しているきょうだいに対しても，いたわりの気持ち
を持って接することが必要である． 
（３）親への支援がほしい 
 Ａさんの発言の中に，母親の支援をしてほしかっ
た，もう少し話を聞いてくれる人がいたら母親もパ
ニックにならなかったとあるように，子どもは，自
分の母親がつらい思いをしている姿や，パニックに
なっている姿を見ることをとてもつらいと感じる．
不登校児童生徒に最も深く関わりながら疲労困憊し，
パニックを起こす状態の母親を誰かにどうにか救っ
てほしいと願っている．しかしながら，孤軍奮闘し
ている母親に対して具体的な支援や情報提供が学校
や専門家から積極的にもたらされていないケースや
母親の葛藤やストレスに対して「母親支援」をする
ことが不登校支援につながることに学校や専門家が
気づかない，あるいは認識していてもアプローチで
きない状態がある（岸田，2009）．思春期という問題
は大人を翻弄するが，この困難を乗り越えるのには
家族だけではやはり辛すぎたり，疲れ切ってしまう
だろう．このような時に耳を傾けてくれたり，気が
つかない部分に気をつけさせてくれたりする人がい
る（今井，2008，林，2008）ことにより親はなんと
か持ちこたえて，やがて子どもを理解し，子どもへ
の身近な援助者へと変身する（国松，2012）と述べ
ている．（高信，下田，石津，2013）は教師がうまく
いったと認識している不登校支援方法として，家庭
との連携や心理面への支援が上位に来ることを報告
している．また，文部科学省は，保護者と家庭への
支援として「保護者を支援し，不登校となった子ど
もへの対応に関してその保護者が役割を適切に果た
せるよう，時期を失することなく児童生徒本人のみ
ならず家庭への適切な働きかけや支援を行うなど，
学校と家庭，関係機関の連携を図ることが不可欠で
ある」（文部科学省，2003）と不登校への対応の在り
方で示している． 
 不登校への支援内容は，校内の体制作りと本人へ
の関わりに比重を置き，家庭訪問やスクールカウン
セラー，校外専門機関との協働など２つ以上の支援
項目を組み合わせて取組むと不登校状況が好転した
ケースが多い（原田，松浦，2010）報告があること
からも，学校内外の連携や家庭との連携は欠かせな
い．きょうだいで不登校のケースこそ親への共感を
（北条，2004）といわれるように，本研究でもきょ
うだいの想いから親への支援，特に母親への支援を
強く願っていた．このことから，親への適切な支援
を継続することで，不登校児童生徒や家族へ負担は
軽減されると考える． 
 今後は，不登校児童生徒のきょうだいが様々な負
担を抱えていることを念頭において，学校保健安全
法の改正により強化された教職員があらゆる教育活
17
 
福岡県立大学看護学研究紀要 11 (1)， 11-20，2014 
 18 (  ) 
動の中で全ての児童生徒の健康観察を一層充実させ
るとともに，何か困っていることがあればいつでも
相談して良いと伝えることが必要であると考える．
また，ラポールこそが心理療法の中核である（高橋，
北村，1990）ことから，保護者と会う機会があれば
積極的に情報交換をすることで，信頼が生まれるよ
うな関係を深めていくことも親への支援につながる
と考える．また，適切な家族支援方法について保護
者にむけて知らせていく手段の構築も求められる． 
 
研究の限界 
 本研究は，不登校児童生徒のきょうだいを対象と
したため，対象者の選択が難しく２例のデータ分析
によるものであるため，一般化することには限界が
ある．今後対象者を増やし，本研究で導かれた結果
の検証とともに不登校児童生徒のきょうだいの支援
について取り組んでいきたいと考えている． 
 
おわりに 
 本研究では，不登校児童生徒のきょうだいは，家
族関係を保つために自分を犠牲にし，自分が言いた
い事や相談したいこともじっと我慢していた．また，
苦悩する母親のそばで母親を支え続け，不登校児童
生徒に対しても話を聞いていた．そのため，家庭に
は安心した居場所がなく，家庭を忘れさせてくれる
友だちとの時間とほっとする自分の居場所を求めて
いた．不登校の多くの要因は友だち関係であるとい
われ，良好な友だち関係が形成できれば不登校は軽
減・改善する（川畑，2011，高塚，2009）と考えら
れている．きょうだいも友だちに話したいけど話せ
ないという葛藤のなかで，友だちと過ごせる時間は
きょうだい自身がほっとできる楽しい時間であった
ことが明らかになった．一緒に過ごせる友だちとい
う存在がいることで，気持ちが楽になったり，支え
になっていたと考える．不登校児童生徒ときょうだ
いにとって友だちの存在は大きいため，“友人関係づ
くり”は児童生徒の重要なテーマである． 
 また，保健室は，学校の中にある１つの部屋であ
りながら，他とは違った緩やかな時間の流れる場所
として機能している（西丸，柴山，2010）．学校不適
応対策調査研究協力者会議の最終報告でも，保健室
は「心の居場所」としての活用が強調されており，
保健室が不登校への歯止め，教室復帰への前段階だ
けでなく，不登校の子ども達にとって重要な支援の
場所であるため，養護教諭の関わりや対応が重要で
ある（栗谷，中谷，正木，安達，2003）．本研究にお
いても，きょうだいと養護教諭に，不登校児童生徒
のことについての特別な関わりはなくとも，保健室
の場や雰囲気が，ただそこに居るだけで落ち着くと
いう心理状態を作り出していた．家以外に落ち着け
る場所を求めていた時に，その場所が「はまった」
と感じているのである．そのため，保健室は全ての
子どもが落ち着く空間でなくてはならず，養護教諭
はそのために尽力する必要がある．筆者は高校の保
健室に植物を配置することによる心理的効果を高校
生と養護教諭を対象に行っている（三並，仁科，岡，
2012）．その結果，高校生は養護教諭がいる保健室と
いう空間が重要である一方，養護教諭は保健室に植
物を配置することで快適さを感じ，保健室の印象の
良さも感じ，職務を行っていた．さらに，植物が配
置されている事で生徒と養護教諭だけでなく，生徒
同士のコミュニケーションも促進されており，養護
教諭がいる保健室の環境づくりは生徒の心を落ち着
かせる空間を醸し出していた． 
 木下（2013）は，心の居場所を感じることのでき
る感覚として，「自分が役に立っていると思える感
覚」と「ありのままを受容してもらえる感覚」が学
校不適応問題の改善につながると述べているが，す
べての児童生徒が心の居場所を感じられる家庭や学
校であることが望まれる．特に，養護教諭がいる保
健室の場や雰囲気は良い影響を与えているため，“保
健室が落ち着ける空間である”よう配慮する． 
 最後に，不登校児童生徒の家族は，児童生徒の不
登校をきっかけに，それまで築いてきた家族関係や
家庭環境が激変する体験の中で，困難と苦悩を抱え
つつも奮闘していた．不登校児童生徒本人が良い方
向に向かっていくことで，家族全体も良くなってい
くこと，母親を支援することで母親が一人で苦しま
ずに過ごせることが直接きょうだいのストレス軽減
や，支援につながっていた．このことからも今後，
“適切な家族支援”が重要であるということが示唆
された．その家族の中には，きょうだいも含まれて
いるということを念頭におく必要がある． 
 
 なお，本稿は，第31回日本思春期学会学術集会で
の発表内容をもとに論文としてまとめたものである． 
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